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Friction force is one of the most important factors of our tactile sensation. We have developed some 

tactile evaluation systems and evaluated tactile texture and frictional properties of some soft materials. 

These findings are useful to design cosmetic products. 

 

われわれの身体に外力が加わると皮膚が変形し、触覚が生じる。モノに触れたときに独特の質

感が発生するメカニズムについては幾つかのモデルが提案されているが、皮膚表面で起こる摩擦

現象が重要な因子の一つであることには争いはない。そのため、皮膚上で起こる摩擦現象と触感

の関係についても多くの研究がなされている。神川らは人工皮膚の表面形状やその表面に塗布す

る粉末・油剤の種類が手触りの官能評価や摩擦特性にどのような影響を及ぼすか検討し、皮膚上

で起こる摩擦特性を粗さ特性値，境界潤滑特性値および流体潤滑特性値として算出できることを

明らかにした 1)。さらさら、べたべた、しっとりなどの触感の現れる機構とも関連付けて説明し

ている。また、筆者らはヒトが触覚を通して水を識別するときには皮膚上で起こるスティックス

リップ現象に喚起されるキュキュッと感を手掛かりにしており、この時、4 つの触覚受容器のう

ちマイスナー小体とパチニ小体が特徴的なパターンで応答することを示した 2,3)。 

 皮膚に加わる力学的刺激を評価するためには、いわゆる摩擦試験機が用いられる場合が多かっ

たが、近年さらに歪みゲージや圧電材料、光センサーや CCD カメラなどさまざまなセンサーを用

いて触覚センサーが開発されている。このような触覚センサー/ディスプレイを開発するうえで重

要なのはヒトが微妙な触感の違いを検知する仕組みを巧みに盛り込むことである。そこで筆者ら

は指紋の形状を忠実に再現したウレタン製接触子を開発した 4)。これを用いて触対象を擦ること

により、ヒトがモノに触れている状況を忠実に再現し、触感の微妙な違いを摩擦情報に反映でき

ることが期待される。 

 繊維や化粧品の業界では布地やクリームの触り心地・塗り心地の重要性が古くから指摘され、

商品開発に反映されてきた。その結果、繊維業界では幾つかの物理的な測定値を組み合わせて布

の触感を示す規格が確立されているし、化粧品業界でも使用感を官能評価によって半定量的に評

価し、それに基づいて商品開発を行おうとしている。われわれもこれらの業界で頻繁に使用され

る高分子材料や天然素材の手触りと物理的特性の関係を解析している 5-7)。今後はロボットやバー

チャルリアリティシステムが実用化されるに伴い、触覚に関するテクノロジーはより注目される

であろう。 
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